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─リベラルアーツ教育による連携─
今　井　　　久
１ ．リベラルアーツとは
　リベラルアーツとは，ギリシャ・ローマ時代に理念的な源流を持ち，
ヨーロッパの大学制度において中世以降，19世紀後半や20世紀まで，人
が持つ必要がある実践的な知識や学問の基本と考えられた学科のことで
ある。
　歴史的にみると，奴隷制が存在していた古代ギリシャやローマにおい
て，リベラルアーツは「人を自由にする学問」として生まれた。その後，
5～ 6世紀の帝政ローマ末期に，言語に関する「文法学」「修辞学」「論
理学」の三学に，「算術」「幾何」（幾何学，図形の学問）「天文学」（円運動に
ついての学問）「音楽」の四科を併せた「自由七科」がリベラルアーツで
あるという考え方が定着した。これらが，当時，奴隷ではなく自由人と
して生きていくために必要な素養とされた。
２ ．現代におけるリベラルアーツ
　現代におけるリベラルアーツには，伝統的な学科に加えて，近代的な
学科が追加されている。一般的には，リベラルアーツは大学で誰もが身
に付けるべき基礎教養的科目の総称であり，学士課程における基礎分野
を指す場合が多い。具体的には，人文科学，社会科学，自然科学が包括
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されている。
　現代における大学の教育は，一般的に専門教育と教養教育とで構成さ
れている。法学部なら法学，経済学部なら経済学，理学部なら物理学や
化学等の専門を学ぶと同時に，社会人として必要な教養を身につけるた
めに，専門以外の知識を幅広く身につけるための「教養科目」が存在す
る。現代におけるリベラルアーツはこの教養科目にあたる。
３ ．アメリカのリベラルアーツ教育
　ヨーロッパで生まれたリベラルアーツの概念であるが，ヨーロッパに
おいては多くの大学が専門的なことを学ぶ「ボケーショナル・スクー
ル」へと移行していった。一方，アメリカにおいては，リベラルアーツ
教育がヨーロッパ以上に評価され，アメリカ最古の歴史を誇るハーバー
ド大学や， 2番目に古いウィリアム・アンド・メアリー大学が，リベラ
ルアーツ・カレッジとして創立されている。
　このように，アメリカの大学教育の特徴の一つに，「リベラルアーツ
教育」が挙げられる。これは，社会人として必要な教養を身に付けるた
めの教育であり，「教養教育」とも呼ばれている。
　日本の大学では， 4年間に「教養課程」と「専門課程」が別々に設置
され，教養課程で一般教養を幅広く身に付けるのが一般的であるが，ア
メリカでは， 4年間リベラルアーツのみを学ぶリベラルアーツ・カレッ
ジの人気が高い。リベラルアーツ・カレッジとは，高い教養を持ち，バ
ランスの取れた人間の育成にこだわった大学である。特定の職業に直結
する専門知識や技術の習得よりも，幅広い教養の習得を重視した教育を
行うことで，将来さまざまな分野で活躍できる人材を育てている。
　一般的に，リベラルアーツ・カレッジは小規模な私立大学である場合
が多いが，州立大学や大規模な私立大学においても，リベラルアーツ教
育に力を入れている大学は少なくない。
日中韓三国の提携とwin.winについて
3
　例えば，コロンビア大学のような名門の研究系大学でも，学部ではリ
ベラルアーツ教育が行われている。また，マサチューセッツ工科大学の
ような理工系大学でも，リベラルアーツ教育に力を入れている。
　リベラルアーツ教育が目指すのは，あらゆる問題を総合的に判断でき
る能力であり，幅広い視野で物事を捉えて決断できる能力であり，また，
さまざまなタイプの人々を納得させられるコミュニケーション能力でも
ある。つまり，将来社会で活躍するのに必要なあらゆる能力を高めるこ
とがリベラルアーツ教育の目的である。したがって，リベラルアーツ教
育は社会でリーダーとして活躍できる人材の育成を目指す，体系的な教
育と言える。
　事実，オバマ大統領はオクシデンタル大学，ヒラリー・クリントン氏
はウェズリー大学，更にはスティーブ・ジョブス氏もリード大学と，三
人ともリベラルアーツ・カレッジで学んだ経験がある。また，アメリカ
の歴代大統領の内12人が，更にはここ10数年のノーベル賞受賞者の内の
10人以上がリベラルアーツ教育を受けている。
４ ．日本におけるリベラルアーツ教育
　リベラルアーツは，日本語で「教養」と訳されることが多い。そして
これまでは，日本の多くの大学では一般的に，この「教養教育」のこと
をリベラルアーツ教育と呼んできた。あくまでも，専門教育の前提とな
る幅広い教養という位置づけであり， 1～ 2年生で教養教育を終え， 3
～ 4年生で専門教育に移行していくのが一般的である。
　大口邦雄氏によると，日本におけるリベラルアーツ教育機関の代表
は，東京大学教養学部と国際基督教大学 （ICU） であるとしている。日本
の多くの大学において教養部（一般教育課程・教養課程）がリベラルアーツ
教育の役目を担っているが，東京大学においては，教養部ではなく教養
学部を独立した学部として設置した点が特徴的である。また，国際基督
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教大学 （ICU） は，米国のリベラルアーツ・カレッジを模範として作られ
たものであり，人文科学，社会科学，自然科学の三領域を包括した教育
を行う点，そして米国リベラル教育学会の認定を受けるなど世界基準の
教育を行う点が特徴的である。
　最近では，国際教養系の大学や学部の設置が注目されている。例えば，
国際教養大学の設立や，早稲田大学の国際教養学部設置などである。本
来は人文科学，社会科学，自然科学の三領域すべてを包括するのがリベ
ラルアーツの基本であるが，日本においては文系分野が主たる領域と
なっている場合が少なくない。特に自然科学については，専攻として設
けられていないことが多い。
　本学においては，2015年 4 月に「国際リベラルアーツ学部」を設置し
たが，人文科学，社会科学，自然科学の三領域すべてを包括する本来型
のリベラルアーツ学部であり，ほとんどの講義は英語で行われている。
　後の章で本学のリベラルアーツ教育に関して詳細に説明するが，日本
のリベラルアーツ教育で有名な大学におけるリベラルアーツの定義は以
下の通りである。
　国際基督教大学（ICU）においては，リベラルアーツとは，文系，理
系の区別なく幅広い知識を得た後に，専門性を深めることとしている。
　国際教養大学（AIU）では，伝統的な教養教育を発展させた「国際教
養」こそが，未来に通じる教学理念だと考えている。特定の専門分野の
深い知識を身に付ける専門教育とは異なり，国際教養教育の目的は，⑴
学びや経験を通した知識と理解の広がり，⑵問題解決のためのスキル，
⑶新たな探究心や創造的な思考力の修得を通して，状況に応じて適切な
判断が下せる多角的な視点を身に付けることにあるとしている。また，
グローバル化が進行する世界では，「国際語」である英語はもとより，
異文化理解の精神を踏まえた外国語のコミュニケーション能力が不可欠
である。一つの言語を学ぶことは，「一つの世界の広がり」を意味する
とし，明日の日本を担うリーダーには，母語，英語，そしてもう一つの
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外国語を学ぶ「三言語主義」が求められとしている。こうした21世紀の
知的基盤社会にふさわしい学識と道義及び発信力を，国際教養大学では
「国際教養」と定義付けている。
　桜美林大学では，複雑化した現代社会では，ある特定分野の専門的な
知識が求められる一方で，幅広い知識を身につけ，異なる考え方やアプ
ローチ方法が理解できるような総合力が必要とされているとしている。
リベラルアーツはさまざまな学問領域を自由にそして積極的に学ぶこと
であり，桜美林大学では，実社会で活躍し豊かな人生を送ることができ
る総合力のある人間の育成を目標としている。
５ ．中国のリベラルアーツ教育
　スティーブ・ジョブスの言葉に以下のようなものがある。
　“It’s in Apple’s DNA that technology alone is not enough-it’s technology 
married with liberal arts, married with the humanities, that yields us the result 
that makes our heart sing, and nowhere is that more true than in these post-PC 
devices.”
　この言葉はリベラルアーツの重要性を物語っている。この言葉に影響
されたかのように，2013年 8 月，ニューヨーク大学上海キャンパスが，
米国大学として中国初の認可校として，公式に開校した。一学年の学生
数は295人で，留学生と中国の学生が，ほぼ半々の構成である。世界30
カ国以上からの留学生145人の内，約100人が米国からの留学生とのこと
である。
　年間の学費は，留学生が約450万円と米国の標準的なレベルであるが，
中国人学生は160万円と低く設定されている。しかし，これは地元の大
学の標準的な学費の20倍である。にもかかわらず，中国人学生の応募者
は約3,000人と，初年度から高倍率であった。留学生の応募者も約3,000
人の高倍率であった。
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　中国においては，自由な発言やクリティカルシンキングを助長するリ
ベラルアーツ教育は，共産党一党政権の方針と矛盾が生じるように感じ
るが，上記のようにリベラルアーツ教育の人気は上がってきている。な
ぜなら，中国政府は，高等教育は経済発展の原動力であり，グローバル
競争を勝ち抜く重要手段であると位置づけ，そのためには高等教育自身
のグローバル化も有効だと判断したのであろう。世界の工場から世界経
済のリーダーへ移行するためには，アップルのような革新的で創造的な
企業を創業できるスティーブ・ジョブスのような起業家を育成しなけれ
ばならない。
　また，香港にある嶺南大学は教養大学として有名である。嶺南大学で
は，学生に知恵と創造性だけではなく，スキルも提供している。認知能
力やコミュニケーションスキルを含むオールラウンドのスキルを，リベ
ラルアーツ教育によって提供している。これからの新しい時代に，競争
力を持った人材を育成することを目的としている。
　リベラルアーツ教育は，中国においてはまだまだ発展途上であると考
えられるが，競争力を高めるグローバル人材の育成と言う点からみて
も，これから更なる普及が期待されている。
６ ．韓国のリベラルアーツ教育
　名古屋大学大学院国際開発研究科准教授の米澤彰純氏によると，私立
大学の国際化に関しては韓国が一歩進んでいる。
　韓国の私立大学の中には，大学ランキングに掲載されるような研究能
力の高い大学が数多く含まれている。日本においても，早稲田大学や慶
應義塾大学などは，QS社の世界大学ランキングに入っている。しかし，
研究実績では高麗大学，延世大学，浦項工科大学などは，日本の大学を
上回る研究成果を上げている。
　その理由の一つとして英語教育が挙げられる。英語での教育や研究へ
日中韓三国の提携とwin.winについて
7
の適合性である。研究者養成機能の発達が日本に比べて遅かったことも
あり，韓国の大学では（特にトップ大学では）教員の多くが米国をはじめ
とする外国で博士号を取得している。また延世大学の国際学部や浦項工
科大学などは原則すべて英語で授業が行われ，高麗大学は英語での授業
を50％にするという目標を掲げている。また，現在，ソウル市内の大学
に所属する全ての教員は，少なくとも 1科目は英語で講義をすることが
義務付けられている。
　リベラルアーツ型の教育に関しては，それに特化している大学は見受
けられないが，国際的な教養教育を目指す英語による授業や，キリスト
教によるネットワークを通じた交換留学や外国人教員の招聘等，国際的
なリベラルアーツ型の教育によって世界で活躍するリーダーを育てよう
とする試みは行われている。
７ ．真のリベラルアーツ教育
　山梨学院大学国際リベラルアーツ学部（iCLA: International Collage of Liberal 
Arts）の学部長であるマイケル・ラクトリン教授は，真のリベラルアー
ツ教育には六つの重要なポイントが存在すると語っている。「リベラル
アーツとは何か：What is Liberal Arts?」に関する三つのポイントと，「リ
ベラルアーツ教育をどのように推進するか：How is Liberal Arts 
delivered?」に関する三つのポイントである。
　まず，「リベラルアーツとは何か」に関しての一つ目は「ワイドカリ
キュラム」である。リベラルアーツ教育においては，受講すべき科目群
が学問分野を超えて幅広く存在する必要がある。右脳を鍛える科目から
左脳を鍛える科目まで，幅広く受講する必要性を強調している。一般的
に，左脳は理論的な思考に使われ，右脳は感覚的なものに使われると言
われている。数学などには左脳が使われ，音楽や美術等の芸術には右脳
が使われる。実際，理論的に物事を考えているときには左脳の活動が活
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発になり，芸術的な絵を見たり音楽を聞いたりしているときには右脳の
活動が活発になることが観測で実証されている。右脳から左脳までの全
てを鍛えるべく，カリキュラムには様々な学問分野が盛り込まれている。
　二つ目は，それらのほぼ全ての学問分野から科目を履修することの重
要性である。カリキュラム上に幅広い科目が存在するだけでは片手落ち
であり，もちろん選択ではあるが，幅広い分野から実際に履修しなけれ
ばならない。三つ目は，様々な知識を繋ぎ合わせることにより，学際的
な（interdisciplinary）学びが生まれ，想像力が生まれてくる点である。ア
インシュタインが数々の歴史的な発見をした背景には，バイオリンが欠
かせなかったとラクトリン教授は語っている。
　次に，「リベラルアーツ教育をどのように推進するか」に関しての一
つ目は「少人数によるアクティブラーニング」の必要性である。ラクト
リン教授によると，従来のような大教室における講義形式の授業では，
深い学びが生まれないとしている。二つ目は，「どのように：How」で
はなくて「なぜ：Why」を追求するクリティカルでシンキングの重要性
である。そして三つ目は，学ぶ場所に関してである。都会ではなく田舎
が，できれば孤立した場所で学ぶことが望ましい。また，寮生活により，
一日中刺激し合うことが重要であるとしている。
　専門的な学びは大学院に行ってからで十分であり，学部においては，
「どのように」ではなくて「なぜ」をしっかり教育するべきであると，
ラクトリン教授は語っている。
　iCLAの更なる特徴に「CCIG：Critical Creative Independent Grovel」が
ある。クリティカルに物事を捉えること，創造的であること，自立して
いること，そして国際的であることの重要性を強調している。このこと
は，前述した真のリベラルアーツ教育における六つの重要なポイントに
深く関係している。
　また，iCLAは単にアメリカのリベラルアーツ・カレッジを日本に導
入したのではなく，日本において，独自のリベラルアーツ・カレッジを
日中韓三国の提携とwin.winについて
9
創設したとラクトリン教授は語っている。アメリカのリベラルアーツ・
カレッジはアメリカ国内で，それも母国語である英語での教育であるの
で，グローバル性に欠けるとしている。一方，ヨーロッパには約15のリ
ベラルアーツ・カレッジがあるが，全て英語で教育であり，その点では
アメリカのリベラルアーツ・カレッジよりグローバルである。iCLAに
おいては，ほぼ全ての授業が英語で行われ，ほとんどの教員が海外から
就任している。まさにグローバルである。
　最後に， 1年間の留学が必須である点がiCLAの大きな特徴である。
違った文化の中で，各自違ったメガネで社会を見ることにより，クリ
ティカルな考えが構築されるとラクトリン教授は語っている。
８ ．日本・中国・韓国の連携による教育
　リベラルアーツ教育において，日本，中国，韓国の三国が連携してい
る例は今のところ存在しない。ただ，日本，中国，韓国の三大学が共同
運営するプログラムはいくつか存在する。
（ １）立命館大学の「キャンパス・アジア・プログラム」
　このプログラムは，日本の立命館大学，中国の広東外語外貿大学，韓
国の東西大学の三大学が共同運営するプログラムであり，東アジア多国
間における高等教育連携のモデルを提供している。
　三大学から選抜された学生が，「移動キャンパス」という仕組みによっ
てプログラム化された共同授業を 4年間履修していくものである。その
過程で選抜された学生は留学に必要な基礎知識を各大学で事前にしっか
り習得してパイロット学生として選抜される。
　パイロット学生とは，将来，東アジアと世界を横断しつつ活躍できる
人材として，このプログラムで選抜される学生のことであり，東アジア
次世代人文学リーダーとなることを目指す学生である。
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　このプログラムでパイロット学生として選ばれた日本・中国・韓国の
学生は，最初の 2年間，三大学で共同生活をしつつキャンパス移動をし，
日本・中国・韓国の言語，文化，歴史などを身につけるための現地学習
を行う。
　各国で身につけた中国語・韓国語の能力や専門知識，コミュニケー
ション能力を生かし，中国や韓国でインターンシップを受けることがで
きる。インターンシップ派遣先は，各国の大学が斡旋する。
　東アジア次世代人文学リーダーとは，日本・中国・韓国の言語に通
じ，その文化・文学・歴史等に深い理解力を有するとともに，そこに横
たわる諸問題を人文学的知見から洞察・分析して具体的な解決を図り，
日本・中国・韓国を舞台とする企業・公共機関・教育研究機関・NPO等
で実践的に活躍する人材のことである。
　このプログラムでは，東アジア世界で活躍できるもっとも基本的な言
語として中国語と韓国語を同時に身につけていく。卒業時は，中国語検
定 2級程度，ハングル能力検定 2級程度の取得を目指している。 
　ただ，語学力はもっとも基本的なスキルであるが，それだけでは十分
ではない。東アジアの伝統文化をめぐる基本的知識を有し変容する現代
東アジア文化の現状について理解する人材が必要だとしている。
　また，日中韓三カ国での実践的学習や現地実習などを通して，東アジ
アの人々と積極的に交流しつつ，東アジアの諸問題の平和的・共生的な
解決を目指すことができるコミュニケーション能力を持った人材育成を
目標としている。
（ ２）延世・香港・慶應　 ３キャンパス合同東アジア研究
プログラム
　このプログラムは，韓国の延世大学，中国の香港大学社会科学部，そ
して日本の慶應義塾大学国際センターが協力して実施する交換留学プロ
グラムである。三大学から選抜された学生が共に 1年をかけて三つの大
日中韓三国の提携とwin.winについて
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学を巡って，英語による講義を受講し，また，共に生活をしながら東ア
ジア地域に関する理解を深めることを目的としたプログラムである。
　このプログラムにはいくつかの特徴があるが，以下の四つは注目すべ
き点である。一つ目は，英語でアジアについて学べる点である。東アジ
アについて理解を深めつつ，英語力を磨くことができる。なお，日本
語・中国語・韓国語の授業も履修可能である。二つ目は，アジアのトッ
プ大学である延世大学，香港大学，慶應義塾大学の学生と共に学び，国
境を越えた仲間ができる点である。三つ目は，欧米のトップ大学も一部
プログラムに参加するため，アジア内のみならず，欧米の学生とも緊密
なネットワークができる点である。2014年現在では，英国のキングス・
カレッジ・ロンドン，米国のプリンストン大学，コーネル大学，南カリ
フォルニア大学やスイスのジュネーブ大学が参加協定を結んでいる。四
つ目は，インターンシップやそれぞれの国での留学経験を通じ体感的に
地域理解が深められる点である。
９ ．日本・中国・韓国の連携によるリベラルアーツ教育
　現在，世界の先進国はいろいろな意味で成熟し，新しい技術やサービ
スを生むためには「革新」が必要だと言われている。アメリカでは，専
門知識の習得だけではイノベーションは起きないと考えられている。数
多くの学問に触れながら，自分の人生にとって重要なものを生み出すプ
ロセスが重要である。リベラルアーツ・カレッジでは，数学，物理，経
済，歴史，文学，美術などを学び，創造性豊かな発想が生まれるような
カリキュラムになっている。
　中国でも従来の安価な労働力に頼った製造業から脱皮しようとしてお
り，このリベラルアーツの考え方が注目され始めている。
　リベラルアーツ教育の重要性は，日本の産業界でも認識されつつあ
る。就職活動に際して専門知識やコンピューターのスキルなどの修得に
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力を入れる学生が多い中，「考える力」や「コミュニケーション能力」
を有する学生を高く評価する企業が増えている。つまり，日本の産業界
も，「今の知識」よりも「将来にわたって学び続ける力」が評価される
時代になりつつあるということであろう。これこそ，リベラルアーツ教
育で得られる価値であり，これは日本のみならず韓国や中国においても
同様であるように感じる。
　これから世界のリーダーを目指す若者にとって，リベラルアーツ教育
によって，考える力（特に批判的に考える力）やコミュニケーション能力
など，社会で生きていくために必要な能力を身につけることは重要であ
る。更には，世界の共通語である英語で学ぶことも重要である。また，
アジア人として，アイデンティティーの源である自分の生まれ育った国
のみならず，アジアの国々における価値観を理解することも重要である
と考える。更には，アジア諸国の中で経済的にリードしている日本・中
国・韓国の経済や文化を理解することも必要であろう。
　もちろん，それぞれの国の文化はそれぞれの国の言語で学ぶことが望
ましいと考える。立命館大学の「キャンパス・アジア・プログラム」は
その模範的な取り組みと言えるが，リベラルアーツと言う概念は入って
いない。また，日本語・中国語・韓国語の三か国語を学ぶことはハード
ルが高い。
　そこで，それぞれの国の大学において，英語でリベラルアーツを学ぶ
プログラムを推奨したい。本学の国際リベラルアーツ学部（iCLA）のよ
うな学部を有する中国と韓国の大学と連携して，それぞれの大学で最低
1年間その国の文化や芸術，経済などを英語で学ぶことを必須にする。
そのことにより，三国の文化や経済を学ぶことができ，なおかつリベラ
ルアーツと言う切り口で学ぶことができる。
　このようなプログラムでは，日本・中国・韓国の学生に加えて，世界
中からの留学生とも一緒に学ぶことができる。それぞれに国において，
その国の文化を違った国の学生と共に学ぶことは，様々な価値観を体感
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しながら一つの国について学ぶことになり，新しい「気づき」に繋がる
ことは間違いない。このような学びがこれからのリーダー育成のために
必要であると考える。
（本論文は，2015年10月に，韓国国立群山大学校で開催された第10回「中韓環黄海・
渤海提携・群山フォーラム」で発表した内容加筆修正したものである。）
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